
施無畏寺（栖原地区）の持仏堂および玄関、庫裏、山門が、
国の登録有形文化財（建造物）に登録されます。 

施無畏寺は、寛喜３年（1231）に湯浅景基が建立し、白
上山で修行した明恵上人が開山しました。波や龍をあしら
った瓦や鯱

しゃち

瓦の装飾性豊かな山門をくぐると、敷地の中央
に持仏堂および玄関、庫裏が並び立ちます。いずれも江戸
時代中期から末期にかけて整備されたもので、地域を代表
する古刹にふさわしい貴重な建造物として評価されました。 

利 用 案 内
■開館時間：9時〜21時
■休 館 日：毎月月末の金曜日、年末年始
■お問合せ：湯浅町立図書館 ℡62–2280

『農薬の疑問５０』 成山堂書店
『徳川か、豊臣か。』 吉川永青／中央公論新社
『硝子のマンション』 染井為人／幻冬舎
『陽子さんはお元気ですか？』 山内マリコ／オレンジページ　　など

きてみて！

三種クラゲ炒飯、あさりチャーハン、に
んにくチャーハン、野菜アンカケ炒飯、
蟹肉炒飯、五目炒飯、XO 醬炒飯…。
東京・愛知・大阪・神戸の中国料理の人
気店のチャーハンの作り方と味のポイン
トを、工程写真で紹介する。

『チャーハン・炒飯・焼飯』
旭屋出版

『救命救急センターのいちにち』 にしださとこ／少年写真新聞社
『文具のヒミツ研究所』 えほんの杜
『しかたなし日記』 市川宣子／童心社
『いらないものがいる町で』 村上雅郁／フレーベル館　　など

白亜紀の夜が来た。目を覚ましたケモノは、風
が連れてきたおいしいにおいを目指して、巣穴
を飛び出した。森の中には、恐竜たちが眠っ
ている。ケモノは起こさないように歩いて、よう
やく、おいしいにおいにたどりついたが…。

『よるのはくあき』
かわさきしゅんいち／ＰＨＰ研究所

日本図書センター

「育ちのよさ」は、だれでも身につけられ
る! 食事から、生活、交通、おでかけ、お
つきあいまで、5 歳から知っておきたい
おさほうのキホンを、楽しい3 択クイズと
イラストいっぱいの図鑑で学べる。

『おさほうクイズ図鑑』
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貨幣から経済、社会、文化の諸相が見
えてくる。富本銭から国立銀行紙幣ま
で、貨幣そのもののあり方を歴史学、
古銭学、考古学で照らし出す。第１７
章「紙幣が映す文明開化」を書き下ろ
した増補新版。

『貨幣の日本史』
東野治之／朝日新聞出版

図書館
L I B R A R Y

［対象：３歳～５歳］

［対象：３歳～小学２年生］

＊その他新着図書は、図書館ホームページの「新着資料検索」からご覧いただけます＊
＊おはなし会＆おやこ集いの場（こども向け）次回は9月12日㊏です！＊ えき蔵図書館

公式X（＠ekikuratoshokan）

（左から）持仏堂及び玄関、庫
く り

裏

山門

施無畏寺が国の登録有形文化財に

　 登録有形文化財（建造物）とは 
文化財登録制度は、届出制による緩やかな保護制度で、

原則として建設後 50 年を経過し、歴史的景観に寄与し
ているものや造形の規範となるものが登録されます。今
回の登録により、湯浅町では登録件数が15件となります。

18令和８年９月


